
日光市鬼怒川小学校 保健だより１２月号

暖冬と言われ、暖かい日が続いていたと思ったら、一気に

冬がやってきてしまいました。しかも、真冬以上の寒さが急

に流れ込み、北の方では例年にない記録的な大雪になったと

ころもあるようです。

気温が下がり、空気が乾燥してきたせいか、学校でも熱で早退したり、咳をしたりす

る児童が増えてきました。県内でもインフルエンザの大きな流行

は耳にしてしませんが、そろそろ注意が必要です。

そして今年も残すところあと僅かとなってしまいました。今年

はどんな年だったでしょうか？ 心もからだも元気に過ごせたで

しょうか？ 是非、お子様と一緒にお家の掃除をしながら、この

一年を振り返ってみてください。心も身の回りも整理して、気持

ちよく新年を迎えられるとよいですね。

ここのところめっきり寒くなりましたが、子

ども達は寒さなんて何のその。休み時間になると、

元気に外にかけ出す姿があります。鬼怒川小の

子たちは低学年と高学年で遊んでいたり、男女

が一緒になって遊んでいたり、とても見ていて

微笑ましいものを感じます。時には泣いたり、喧嘩をしたりすることもありますが、子

どもは遊びながら社会性を学び成長し、心を豊かに育んでいくのだと思います。また、

他にも体のバランスの取り方や、リズム感、外気に触れることでの体温調節等々、遊び

を通して得られることはたくさんあ

ります。今日は私もドッジボールに

混ぜてもらいましたが、少しの時間

で体がぽかぽかになりました。私は

この年ですので、調子にのって怪我

をしないようにしなくては・・・。

外で元気に

遊ぼう！

「ドッジボールやる人集まれ～！」
「ま～ぜ～て。」
「い～いよ」
「一緒にやろう」
「今日はクラス全員で遊ぶ日～」

１２月のつぶやき



「正しい薬の使い方」

１２月１２日（水）に学校薬剤師の和貝先生を講師に招いて、

５年生の学級活動で「正しい薬の使い方」について勉強しました。

授業の中では「体の自然治癒力、薬とは、薬の種類、、正し

い飲み方」等を中心に話を聞きました。薬を水とお茶に溶かし

て飲む実験では、溶け方に大きな差があることを目で見ることができ、子ども達も「水で飲む理

由がよくわかった」と、大きくうなずいていました。

この学習は、薬物乱用防

止教育にもつながる大切な

学習であり、将来の自分た

ちの健康のために、しっか

り学ぶことができたと思い

ます。

１２月１２日（水）に学校職員、

PTA 役員、学校薬剤師の和貝先生
に参加していただき、学校保健委

員会を開催しました。今年度の健

康診断結果の結果や、食に関する

アンケートの結果をもとに、気に

なる子ども達の健康課題について話し合いまし

た。健康診断の結果からは「むし歯が多いこと、

むし歯の治療率が低いこと」 食生活のアンケ

ートからは「朝食の摂取率、内容に課題がある

こと」 和貝先生からは「飲み物の糖分や、食

品添加物に注意が必要であること」などが、あ

げられました。保護者の方からは「口内炎などの体の不調、給食の残菜

について、体に必要な糖分は？」等の質問が寄せられました。また、右

の表にもあるように、飲み物にはかなりの砂糖が含まれており、話題の

中心になりました。今回話題になったことは、来年度の委員会や保健活

動に取り入れていきたいと思います。

学 校 保 健 委 員 会

お茶で飲むとお茶の成

分と反応して、体で吸

収されにくくなる。
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むし歯罹患率
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